
   適正飲酒の推進及び飲酒運転根絶に関する宣言決議 

 

 事件事故のない、安全で安心な社会の実現は、市民・県民の共通の願いである。 

 しかしながら、県下においては、飲酒に起因する事件・事故等、さまざまな問題が生じて

いる。 

 特に、本年、県下では路上寝により３名の方が車両に轢過され死亡しており、糸満市内に

おいても、過去に死亡事故が発生している。 

 また、多量飲酒による泥酔の結果、過失転倒による重傷事故、財布などの盗難や事件に巻

き込まれるなどの被害が発生している。糸満市内では、これら泥酔者や路上寝による通報が

多数寄せられており、この厳しい現状を早急に改善する必要がある。 

 飲酒運転については、飲酒運転が重大事故につながる大変悪質・危険で許されない行為で

あることを、あらゆる機会を通じて啓発しているものの、飲酒運転で検挙される者は、ここ

数年逆に増加している。 

 糸満市にあっては、飲酒運転で検挙される人口 1,000 人当たり比率が、県下の市の中で最

も高いことから、悪質・危険な飲酒運転根絶に向けた施策を強力に推進する必要がある。   

よって、本市議会は、適正飲酒と飲酒運転の根絶を決意するとともに、安全で安心して暮

らせる社会と青少年の健全育成を確立するため、本市議会を初め関係機関・団体、家庭にお

いて「多量飲酒を慎み、適正飲酒を心がける」「酒を飲んだら運転しない」「運転するなら酒

を飲まない」「運転する人には酒を勧めない」などの運動を強力に実践することを誓い、こ

こに宣言する。  

以上、決議する。 
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